
領域間の変動成分を知り
たい



例

“A”,”B”,“C”領域間で強度に違
いがある成分を抽出する



手順

1.“A”,”B”,”C”のROIを設定
2.データ行列テーブル計算
3.検定
4.PCA
5.PLS



4.1 PCA（主成分分析）
主成分分析(Principal Component Analysis: PCA)を行います。
各ROIの平均スペクトルを基に計算されます。



4.2 PCAパラメータ設定
通常この設定で大丈夫です。



4.3 PCAパラメータ設定

軸の数

信号強度の扱い

信号強度の扱いを変えたいときは“前処理”から選択できます。
• “なし”：信号強度そのまま
• “中心化”：ROI間の各m/zの信号強度の平均を0にします。
• “オートスケール”：“中心化”に加えて、ROI間の変動の標準偏差を１にします
• “パレートスケール”：“中心化”に加えて、ROI間の変動を標準偏差の平方根で除算します。“中心化”と“オートスケール”
の間になります。



4.4 PCA計算



4.5 PCA結果一覧
PCAの計算結果が表示されます。主成分軸が3つ以上の場合は複数の散布図が
表示されます。必要な散布図を選択して“詳細表示”ボタンを押します。



4.6 PCA結果画面
“スコアプロット”上のデータ点は各ROI、“ローディングプロット”上のデータ点はデータ行列
作成の際に設定したm/zを表します。
“ローディングベクトル”は各主成分軸(PC)に対する各m/zの重み（ローディング）を表します。



4.7 PCA結果画面ズーム
“スコアプロット”上のデータ点は各ROI、

“ローディングプロット”上のデータ点はデータ行列作成の際
に設定したm/zを表します。

“ローディングベクトル”は各主成分軸(PC)に対する各m/zの
重み（ローディング）を表します。

“ズーム”が選択されている場合はプロット上のドラッグ操作
は拡大縮小機能です。
マウスホイールでも拡大縮小ができます。



4.8 PCA結果画面データポイントを選択

“選択”が選択されている場合は、プロット上でドラッグす
ると範囲内のデータポイントが選択されます。

サイドメニューから以下の操作が可能です。
• 色をつける（タグ付：この色は他のグラフやデータ行列
テーブル、MSイメージリス内で共通になります。）

• ラベルの表示
• MSイメージの追加



4.9 PCA結果画面データポイントを選択

“選択”が選択されている場合は、プロット上でドラッグす
ると範囲内のデータポイントが選択されます。

サイドメニューから以下の操作が可能です。
• 色をつける（タグ付：この色は他のグラフやデータ行
列テーブル、MSイメージリス内で共通になります。）

• ラベルの表示
• MSイメージの追加



4.10 データポイントに色を付ける(タグ付)

選択されたデータポイントの色が変更できます。
この色は他のグラフやデータ行列テーブル、MSイメージリスト内で共通になります。



4.11 データポイントのラベルを表示する

データポイントに対応するラベルが表示されます



4.12 データポイントのMSイメージを作成

選択されたデータポイントのMSイメージをメイン画面に追加します。



4.13 MSイメージ追加



4.14 結果がメイン画面に表示される

メイン画面のMSイメージ一覧にMSイメージが追加されます。
タグの色がMSイメージ一覧とデータ行列テーブルに表示されています。
使用したPCAの計算結果もデータ行列テーブル内に表示されます。
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